
〇〇〇協会 インストラクター養成講座 受講規約

この規約（以下「本規約」）は、〇〇〇協会（以下「協会」）監修の下、協

会によって策定、管理され、協会⼜は協会の認定する認定インストラクター

によって実施される講座（以下「本講座」）について定めるものです。本講

座の受講希望者は、あらかじめ本規約の内容を⼗分にご理解、ご了承頂いた

上で、お申込みくださいますようお願い致します。

今回は先⽇の「協会規程」とは異なり、敬語で作成しています。

第１条（適⽤）

１ 本規約は、協会が運営・実施する講座のすべての受講者（以下「受講

者」）が遵守すべき事項を定めたものです。

２ 受講者は本規約に同意した上で、本講座の申込みを⾏うものとします。

３ 本講座の内容は、別途配布するカリキュラム等の通りとし、⼜、本講座

の内容に追加等の変更が⽣じた場合は、協会は受講者に対し遅滞なく通知す

るものとします。

第２条（受講申込）

１ 本講座への申込みは、協会所定の⽅法によるものとします。

２ 申込書等の不備、誤記、遅延等、もしくは本規約⼜は申込書等について、

受講者による不知、誤認があった場合、これらに起因する受講者の不利益は

受講者の責任とし、協会は責任を負いません。

３ １８歳未満の⽅が本講座への申込みをする場合には、別途親権者の署名

捺印のある同意書の提出を必要とします。

第３条（受講料及び⽀払い⽅法）

１ 本講座の受講料は、協会が定める料⾦表によります。

２ 受講者は、本講座の受講料を、協会の指定する⼝座に振込み⽀払い、⼜

は協会との合意の上、その他所定の⽅法で⽀払うものとします。なお、協会

の指定する期⽇までに⽀払いがない場合、当該講座の申込みをキャンセルし

たものとみなします。

３ 本講座の受講料及び諸費⽤の⽀払いにかかる⼿数料及び協会から受講者

へ返⾦等する際の⼿数料は、すべて受講者負担となります。但し、協会の責

に帰すべき事由により、受講者が受講不能となった場合等、協会が、協会負

担と認める場合はこの限りではありません。

４ 本講座当⽇の遅刻・⽋席・途中退席その他いかなる理由にても、受領済

みの受講料は返⾦しません。但し、第５条（キャンセル等）の場合もしくは

協会が特に認める場合はこの限りではありません。

第４条（キャンセル等）

１ 受講者は、本講座の申込みをキャンセルする場合は、協会に対し所定の

⽅法により通知する必要があります。形の残るメールなどが良いです。

２ 受講者が本講座開始⽇前⼜は以後にキャンセル等の申込みをした場合の

取り扱いは、〇〇〇協会 インストラクター養成講座 受講申込書記載の【キ

ャンセルポリシー】のとおりとします。

先⽇お渡しした受講申込書に記載された【キャンセルポリシー】をここで確

認してもらうようにします。変更があった場合、受講申込書の⽅だけ変更す

れば良いようになっています。

３ 本条項の場合の協会が受講者へ返⾦する際の振込⼿数料は、受講者負担

とします。⼜、キャンセル等の申込みは、申込み通知の到達により、その効

⼒を⽣じます。

第５条（受講契約の成⽴）

１ 本講座の受講契約の成⽴は、協会が受講者の受講申込みを受理し、協会

所定の審査後、受講者に対して本講座の受講概要等をメールにて発信したと

きとなります。

２ 前項の成⽴は、当該講座の開講を保証するものでなく、協会は、別途定

める最⼩開催⼈数に満たない場合、申込済みの受講者へ1週間前までに通知

することにより講座の開催を中⽌することがあります。その場合、協会は受

講料を全額返⾦するものとします。但し、受講者の交通費・宿泊費等その他

の負担、及び当該中⽌で発⽣した損害について協会はその賠償を賠償する義

務を負わないものとします。先⽇の内容がこちらに記載されています。

第６条（免責）

１ 本講座は、受講者がある⼀定の知識や技術を習得すること、⼜は資格を

習得することを保証するものではありません。こちらも⼊れておきました。

２ 本講座で得たノウハウ、知識、技術・⼿法を受講者が利⽤する場合は、

⾃⼰の判断と責任において⾏うものとし、その有効性、通⽤性、完全性、情

報の正確性について、協会はいかなる責任を負うものではなく、保証をする

ものではありません。併せて、その利⽤に際して発⽣した受講者の損害につ

いて協会は⼀切の責任を負いません。

３ 他に免責されたい事項などあれば、箇条書きで構いませんのでお知らせ

ください。⽂⾔を私の⽅で考えてお⼊れします。

第７条（秘密情報等）

１ 本規約の対象とする情報は、秘密情報及び個⼈情報（以下「秘密情報

等」）とします。

２ 秘密情報とは、

秘密情報の定義を⼊れます。

第８条（秘密情報等の開⽰、漏洩、⽬的外使⽤の禁⽌）

１ 受講者は、秘密情報等について、厳に保持するものとし、第三者に開⽰

あるいは漏洩し、⼜、本規約の⽬的以外に使⽤してはいけません。

２ 前項に違反し、損害の発⽣が発覚した場合、協会は被った損害の賠償を

受講者に対し請求することができます。

第９条（知的財産権の取扱い）

協会の知財を守るための規定を⼊れます。どういったことを守りたいか、具

体的なフレーズなど⼊れたい場合、お知らせください。

第１０条（禁⽌⾏為）

１ 受講者は、次の各号に該当する⾏為をしてはいけません。なお、受講者

が本条項に反した⾏為を⾏った場合、協会は、直ちに当該受講者との受講契

約を解除することができ、協会に損害が発⽣した場合は、損害賠償を請求す

ることができます。すぐに解除できるようになっています。

①協会⼜は協会関係者の財産、著作権その他の知的財産権を侵害し⼜は侵害

するおそれのある⾏為。

②協会で得たノウハウ、知識、技術・⼿法を無断で改変、⼜は販売し、もし

くは⾃⾝が開発したものであるかのように利⽤する⾏為。

③「これをされたら困る」といったものをここに列挙します。⽂⾔は私が考

えますので、避けたいリスクなど箇条書きでお知らせください。

④

２ 前項の規定により受講契約の終了が確定した場合、当該受講者は協会に

対して未処理役務の提供を請求できません。⼜、受講料の返⾦も致しません。

第１１条（協議）

本規約に定めのない事項、⼜は解釈に疑義が⽣じた条項については、当事者

間で誠意をもって協議し処理解決するものとします。

附則

本規約は、平成〇〇年〇⽉〇⽇をもって発⾏し同⽇施⾏致します。


